
Uttarajjhaya第34章 にお け るlesya

土 橋 恭 秀

者那教は, 他の印度哲学諸派に比 して, 卜教義面での史的発展の跡が少なく, そ

の 意味で保守的な宗教との評を受けがちである。この評は, しかし, 善那教教義

の重要な一環をなすlesya説 に関する限 り, 決 して正鵠を得た ものではない。

善那教においてfesyaと は, 元来は命我(jiva)の 道徳的次元を色彩に よつて表

出するものであつたのが, 以後に業(karma)思 想が受容されるに及 んで, これ

との関連の下にlesya概 念の拡大 ・潤色が生起した, とい うのが既 に周知 の定

説 だからである1)。ところで, Uttarajjhya-sutta(Skt.Uttaradhayana-sutra, 以

下略号Utt.)に 関し画期的な研究との世評が高いL.Alsdorf教 授の近業は2), 上

記 の説を更に的確化する上でも, 驚 くべき卓見と貴重な示唆とを含んでいる。古

い書那教経典の一つと目されるUtt.は, 第34章 を正にlesyaに 充てているの

で あるが, 原始者那教経典の韻律および言語に関するAlsdorf説 を軸 に同章 を

精査するとき, どのような事実が判明するかを以下に紹介乃至提示したい。

韻律の上か ら特に興味ある問題を提供するのは, 伺章のVV.21-32の 範囲で

あつて, そこでは, どのような品位をもつた人問が, どのようなlesyaを 帯びる

か が列挙される。その内容の詳細については省略し, また全章の構成の考察も後

段 に譲るが, 差当たつては, 上記の範囲が詩型の上 か ち, V.24とV.25と を境

に して, 明瞭に前後両半に二分されることを指摘 したい。すなわち, 後半部VV.

25-32は, すべてが正則のsloka詩 節であるのに対し, 前半部VV.21-24はsloka

詩節としての完全 とは程遠 く, ここにAlsdorf説-書 那 経典の中で, Sloka

詩節 は古層, arya詩 節は新層に属す る に即しての検討が必要 となつて来る。

V. 21 (a) parimcasavappavatto (b) tihim agutto chasum avirao ya/

(c) tivvarambhaparinao (d) khuddo sahasio naro//21//

a行(-U-Ul--), b行(-UUl--IU-UlUU-lU), c行

1) Cf. W. Schubring, The Doctrine of the Jainas (Eng. tr: Delhi, 1961), p. 195f.;

A. L. Basham, History and Doctrines of the Ajivikas (London, 1951), p. 245.
2) L. Alsdorf, The Arya Stanzas of the Uttarajjhaya (=Abhandlungen der geistes-

sozialwissenschaftlichen Klasse, Jg. 1966, Nr. 2, Wiesbaden).
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(111) Uttarajjhaya第34章 に お け るlesya(土 橋)

(--|-UU|UU-)はarya, d行(---U|U-U-)の み がsloka。

V. 22 (a) niddhandhasaparinamo (b) nissamso a jiindio/

(c) eya jogasamautto (d) kinhalesam to pariname //22//

a行(--|UUUU|--)はarya, b行(---U|U-U-), C行(-U

-U|U---), d行(-U--|U-U-)はsloka。

VV. 23-24 (a) issa amarisa atavo (b) avijjamaya ahiriya/

gehi paose ya sadhe pamatte rasalolue//23//

sayagavesae ya arambhao avirao khuddo sahassio naro/

(c) eyajogasamautto (d) nilalesam to pariname//24//

24のc行(-U-U|U---), d行(-U--|U-U-)のslokaと, 23

のa行(--|UUUU|UU-)のaryaと, の み が 明 瞭 で あ る が, 23のb行

も, 次行 初 頭 のgehiを 繰 込 む こ とに よ り(U-U|--|U-U--|-),

同 じ くaryaと 判 明す る3)。 但 し残 余paose以 下 の23後 半 と, 24前 半 ど

に は, 韻 律 の推 定?し た が つ て また 原 文 の復 元, と もに全 く不 可 能 で あつ て, こ

の 箇所 が 伝承 間 に蒙 む つた 変 容 の特 に大 で あつ た こ とを物 語 る4)。

さて, arya詩 行 を な す部 位 が後 代 の加 筆 に係 る こ との 端 的 な 証 徴 を, 同 じ く

肌23か ら看 取す る こ とがで き る。 す なわ ち, 同 詩節 の 冒頭 か らpaoseに 到 る

まで の 八 語-issa(Skt. irsya-: 嫉妬), amarisa(amarsa: 短: 気), atavo(a-tapas:

苦行 の欠如), avijja-(a-vidya-: 無智), maya(迷 妄), ahlriya(a-hri-ta-: 無恥), gehi

(grddhi-: 食欲), paose(pradvesa-: 憎悪)が, 人 間 の 性質 を表 わ す 名 詞(い ず

れ も主格単数)で あ るの に対 し て, 残 余 の 三 語-sadhe(satha-: 没 義道な), pa-

matte(pramatta-: 粗忽 な), rasalolue(ololupa-: 美味を貧 る)-は 形 容 詞(男 性主

格 単数)で あ る。 と ころで, 問 題 の 範 囲VV.21-32を 通 じて 見 る と き, 主 格 単

数 要 素 は名 詞naro-21dに 既 に現 わ れ, 24前 半 末 に も再 出 して い る を 修

飾 す る形 容 詞 で あ る のが 当 然 で あつ て, 乙 の点 で上 掲 のissa…paoseな る八 個 の

名詞 は 明瞭 に異 常, そ して 構 文 上 の 困難 を生 起 す る こと は言 うまで もな い 。 しか

も, 前 項 で指 摘 した 如 く, これ ら八 語 は, 最 後 のpaoseを 除 くissa…gehiの 範

囲 で, arya詩 節 の前 半 を完 成 す る ので あ る。 つ ま り現行 肌23の 中で, Utt.の

3)Alsdorf, op.cit., p.216, n.1.

4)強 い て推 測 す るな らば, 仏24の 冒頭 に 肌23後 半 中 のsaqheを 移 す こ とに よ っ

て, *sadhe sayagavesae*(U--U|U-U-)な るsloka偶 数 行 を再 構 し得 よ う

か とAlsdorf教 授 は付 記 す る。
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Uttarajjhaya第34章 におけるlesya(土 橋) (112)

原文に属する要素はsadhe以 下の三語のみ(但 し, それも原文の語順ではない), 残

余は, arya韻 律の使用が一般化した以後の時点で, Utt.当 該部位の構文を顧慮

することもなく, 他の(Utt.以 後の経典に属する)arya詩 節か ら引写し挿入された

ものであろう。-VV.21-22中 のarya詩 行に対 しても, 同様の 由来 を想像

して不自然ではなく, そして, このような挿入に伴なう改窟の極まつた場合が, 

もはや現形から韻律推定す らも不可能な 肌23後 半 耽24前 半の範 囲, と

考えて差支えあるまい。

以上はAlsdorf教 授の所説を筆者の理解に従つて紹介したまでで あるが, こ

こで, 筆者が予め本章の初頭において指摘 した 「VV.21-24対VV.25-32の 区

分に, 更めて別の検討を試みたい。既述の如き改窟の形跡をはらむ前半部四詩節

に対し, 後半部八詩節は完全な610kaで, 本来の形態を保持しているものと想察

されるが, 両者の対踪をAlsdorf教 授は, その点以上には注目されぬ様子であ

る。ところが, 外ならぬ教授自身が著書Les etudes jainの 内に示 される, 誉

那教原始経典 の言語についての明快な見解を5), 外ならぬ只今の場合に適用す る

ことから, 極めて興味ある事実が明るみに出るであろ う。

白衣派善那教経典の言語がArdhamagadhiと 呼ばれるPrakritで あることは

周知の所であるが, Alsdorf教 授によれば, この汎教団言語が展開成立する中核

的源泉として,「半マガダ語」の称が文字通 りに妥当するが如き言語が存 在 した

のであり, そして, これ こそが者那教原始経典に本来の言語に外ならぬのである。

すなわち, Magadhismの 名で知 られる言語特徴のうち, 三種の擦音 のsへ の統

一とか, r/l両 流音の1へ の統一 とかについては任意である反面, Skt .asへ の対

応 としては, Prakrit諸 方言に一般的な 扱いとは対脈的に, あくまでもMaga-

dhismeを もつて一貫するのが, 原始経典の言語一一勝義 にお けるardha-na-

gadhi「 半マガダ」語-の 基本性格だあつたとAlsdorf教 授は見るのである。

ところで, 問題の範囲VV.21-32に ついて, 語末-asを 代表する-Oと-eと

の出現頻度を調べると, 次表の如き結果が得 られる

5) L.Alsdorf, Les etudes jaina (Paris, 1965), pp.21-23.
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後 半 部(VV.25-32)が, 事 実 上-e扱 い に一 貫 し で い る こ とを, 先 ず 指 摘 た い 。

確 か に, そ の 間 で も偶 数 番 号 詩 節 に は, それ ぞれ 一 回-Oの 出現 が数 え う 鞄 はす

る。 しか し, これ らは, 前 半 部 の中(VV.22, 24)で 既 に現 わ れ た 定 句 が 反 覆

使 用 され る もの に過 ぎず, 後 半 部 に元来 固有 の もの で あつ た ど は考 え られ な い か

らで あ る。 か くて, 後 半 部 の主 体 は, 勝 義 にお け るardha-magadhi語 で書 かれ

て い る と確 言 で き るの に対 して, 前 半 部 で は, , 勝 義ardha-magadhiに 特 徴 的

な-eは 少 数 事 例 に止 ま り, 逆 に汎Prakrit的-oが 遙 か に数 多 く頻 出す る。

この よ うに して, 書那 教 原 始 経 典 の韻 律 ・言 語 そ れ ぞ れ に 関 す るAlsdorf説

は, それ ぞれ に即 してVV.21-32の 範 囲 を検 討 す る とき, そ の都 度,VV.21-24

どVV.25-32と の 間 の対 脈 的 な差 違 とい う, 同 一 の 結 果 に導 くこ とが判 明 した 。

こ の事 実 は, 韻 律 ・言 語 の いず れ の論 点 で もAlsdorf説 の 可 信 性 を 高 め る所 以

で あ り, か つ 同 時 に, 筆 者 に とつ て以 下 の結 論 を必 至 とせ ず には お か な い: -

勝 義ardha-magadhi語 に よ るsloka韻 文 とい う善 那 教 原 始 経 典Utt.原 形 は,

VV.25-32に お い て は高 い程 度 に保 持 され て来 て い る が, VV.21-24で は, よ

り後 期 の製 作 に係 る汎Prakrit的 言 語 のarya詩 行 が, 過 半 を 占 め る ま で に混 入

さ れ てお り, Utt.本 来 の 要 素 は少 量 か つ不 完 全 な形 で しか 含 まれ て い な い。

lesya論 に充 て られ るUtt.第34章 の 全体 を通 じて, sloka詩 節 とarya詩 節

と の分 布 は以 下 の 如 くで あ る(上 に見 たよ うに, VV.21-24は 両韻律 の混交 す る詩 節

であるが, それ らの基底 にsloka要 素が あった と見 られる点 か ら, 一 応sloka詩 節 の数

に算す ることとす る): -

sloka: 1「 緒 言 」; 3"nama"(名 称); 4-9"vnna"(Skt.varpa: 色彩的様 態); 

21-32"lakkhapa"(1aksapa: 特徴措定); 56-57"gai"(gati: 帰趨); 61「 結 語 」。

arya: 2“daragaha”(dvaragatha: 目次); 10-15“rasa”(味 覚的様態), 16-17“gan-

dha”(嗅 覚的様態), 18-19“phasa1”(sparsa: 触 感的様 態); 20“paripama”(展 開),

33“thapa”(sthana: 場), 34-55'thii', (sthiti: 持続), 58-60"au(ayus: 寿命)。

さ て, sloka詩 節 の 内 容 を 順 次 に辿 るな らば一 章 の主 題 がlesyaで あ る 旨 の

宣 言(V.1)に 続 い て, lesyaが 黒 ・青 ・灰 ・赤 ・繭 黄 ・白 の六 色 の 名 で 表 わ さ

れ る こと を説 き(v.3), 更 に この よ うに命 名 され るlesyaの 個, 々 冒に つ き, 当 該

色 彩 を呈 す る身 辺 の 具 体 的事 物 を例 示(VV.4-9)「 した の ち, ど の よ う な 性 質 の

人 間 がい ず れ のlesyaを 帯 び るか(VV.21-32)6), またlesyaの 良 否 が人 の 境 遇

の 良 否 を左右 す る こ と(7仏56-57)を 教 え, 最後 にと, lesya比 関 す る明 識 を具 眼
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の 士 に要 望 す る(V.61)。 現世 的 な 日常 倫 理 に連 な る素 朴 な 論 旨 が, 一貫 し

て感 得 され る ので はな か ろ うか。

これ に対 してarya詩 節 の方 は, いず れ もが何 らか の意 味 で 二 次 的 性 格 を思 わ

せ る:-本 章 が 取扱 う項 目(上 掲""内 の名辞 がそれで ある)の 列挙 か ら成 る 肌

2は, この 章 の 詩 節す べ て が 出来 上 つ た 以 後 に作 成 ・挿 入 され た もので あ ろ う。

元 来 は, VV.3-9(Sloka)に 見 え るが 如 く, 色 彩 的 に構 想 され た に ちが い な

いlesyaの 性 格 を, 香 ・味 ・触 の 次元 に拡 大 し よ う と す る 作 為 が, VV.10-19

に看 取 され は しま い か。 掲 げ られ る事 例 が, しば しば具 体 的 な的 確 性 に欠 け る点

か ら も, この 印象 を 強 くせ ざ る を 得 な い 。-VV.20, 33-55, 58-60は, 人 生

の現 実 との 関 連 は稀 薄 な ま ま, ひた す ら好 ん で 数 を 弄 ぶ種 類 の煩 瑛 論 議 で あつ て,

正 に業 論 の影 響 下 に起 つ た で あ ろ うlesya説 の思 弁 化 を指 向 す る もの で あ る。

か くてAlsdorf教 授 は, Utt.第34章 の うちsloka部 分 の み が本 来 のlesya説

を代 表 す る もの で あ り, lesyaと は本 来,「 心 的 色彩 」 「(個々の)命 我 の(帯

び る)色 彩 」 に外 な らぬ と断 言 し7), 更 に, この よ うな本 来 のlesya概 念 を,

書那 教 はAjivikaそ の 他 の 異教 の 教義 か ら借 用 しつ つ, 後 に は これ を 自 ら の 業

論 展 開 に即 応 し て潤 色 ・発 展 させ る こ と とな つ た, と説 かれ るの で あ る。 異 論 の

余 地 な く正 当 な見 解 と信 ぜ られ るが, 補 足 的 に二 三 の私 見 を提 示 した い 。

善那 教 のlesyaに 対応 す る もの とし て, 確 か にAjivikaに はabhijatiと い う

概念 が あ つ た。 それ は黒 ・青 ・赤 ・繭 黄 ・白 ・純 白 の六 色 に分 類 され, そ れ ぞ れ

が 特定 の社 会 的 身 分 に措 定 され るの で あ つ て, 語 の字 義 の如 き 「血 統, 種 姓 」 を

色彩 的 に構 想 した もの に外 な らない8)。 両 概 念 の 間 に, (abhilatiの 純 白色 に対 し

lesyaの 灰色, とい う一色に関す る相違 を除 き)六 色 分 類 の一 致 は明 白で あ るが9), そ

れ に加 え て, abhijatiが 現 世 の 人 間 社会 に関 わ る もの で あ る の と全 く同 様 に, 本

来 のlesyaも, 前 掲 のsloka詩 節 要 約 か ら明 らか な よ うに, あ くまで 現 実 の 人

生 に直 結 す る概念 で あ つ た点 を強 調 した い。 す なわ ち, Alsdorf教 授 がlesyaを

「命 我 の色 彩 」 と規 定 され る とき, 命 我 は人 間 の それ に限 る こ との 指 摘 が, 当然

あ るべ き か と思 わ れ るの で あ る10)。事 実, Utt.の 本 章 を通 じて, 人 間 以 外 の 命

我 もlesyaを 持 つ と思 わせ る種 の言 句 は, aryaに 成 るVV.34-55に し か 現 わ

6)本 稿初頭のVV.21-24テ クス ト, 就 中22cd, 24cdに 反覆 され る定句, を参 照。

7)Alsdorf, Arya Stanzas, p.214(ubi alila); cf.Schubring, op.cit., p.194.

8)Cf.Basham, op.cit, p.243.例 えば, 黒のabhijatiに 数 えられるのは, 狩人 ・漁

夫 ・盗賊 ・獄吏 などであ る。

-949-



(115) Uttarajjhaya第34章 にお けるlesya(土 橋)

れ ない11)。

と こ ろで, abhijatiと 本来 のlesyaと が, 人 間 の品 格 を色 彩 的 に と らえ る点 で

等 しい と して も, そ の品 位 の様 相 にお い て微 妙 な差 違 を 否 定 し 得 ま い。abhijati

にお い て は, 出生 に よつ て多 分 に決 定 され る社 会 的 身分 が問 題 で あ るの に対 して,

lesyaで は, 個 人 の後 天 的 徳 性 が もた らす 品位 の感 を強 くす る。 既 成 の 身 分 差 を

単 に図 式化 す る の と, 倫 理 的 価 値観 を もつ て個 人 を等 級 づ け るの とで は, 前 者 に

発 生 上 の先 行 段 階 を認 め るの が 当然 で あ ろ うか ら, 借 用 関 係 はAlivikaのabhi-

jatiか ら善 那 教 のlesyaへ で あつ た こ とは, 先 ず 確 実 と見 て よい で あ ろ う。 そ し

て, 正 に この点 に, lesyaと い う名 称 の 字義 を推 測 す る手 懸 りが あ りは しま い か。

問題 の語 にlesa-(細 片, 微粒子)か らめ 二 次 派 生 語 幹lesya-を 認 め るSchu-

bring説 は, そ れ 自体 と して全 く妥 当 と信 ぜ られ る12)。た だ し, そ の 際 にlesya

な る女 性 形 を如 何 に説 明す べ き で あ ろ うか 。 筆 者 は これ を, 起 源 にお い て*lesya

〔abhijatih〕*「微 粒 子(に 属 す る)品 位 」 の略 称 で は な かつ た か, と推 測 した い の

で あ る。 す な わ ち, Ajivikaか ちabhijatiの 概 念 を借 用 しつ つ, 書 那 教 は これ

に, い うな れ ば染 色 体 的 な 肉体 組 成 要 素 徳 性 に伴 なつ て色 彩 を転 ず る, あ く

まで 物 質 的 な もの を構 想 した ので はな か ろ うか。 もし そ うで あつ た とす れ ば,

者 那 教 の 業 概念 が物 質 的 な性 格 を特 徴 とす るだ け に, 同 じ く物 質 的 様 相 を帯 び 亡

先 立 し あつ たlesya概 念 には, これ と密 に結 びつ け られ て 思 弁 的 彫 琢 を 蒙 む る

必 然 性 が あつ た との立 論 も可 能 に な るか と思 わ れ るの で あ る。

9) 色彩 の名称 も原語(abhijatiに ついては巴利, lesyaはAMg.)で は若干の相 違 が

ある。

abhijatl: kapha(Skt.krspa: 黒), nila(青), lohita(赤), halidda(haridra: 萌

黄), sukka(sukla: 白), paramasukka(純 白)。

lesya: kipha(krspa: 黒), nila(青), kau(kapota: 灰色), teo(taijasa: 赤),

palhha(padma: 萌黄), sukka(白)。

10) この点で は, H.v.Glasenapp, The Dootrine of Karman(Eng.tr.:Bombay, 1942),

p.48f.の 所説 お よびBasham, op.cit., p.245の 記述 は, 更に大幅 の修正 を要 す

るもの と私考す る。

11)そ こで は, neralya(Sks. paraka: 奈落住者), tiriya(tiryac-: 畜生)・nara(人),

deva(神)が 取扱 われ, なお五官動物の範 囲に限 ちれ一ている。命我す尽 てがlesyaを

持つ とされ るのは, Pannavana-sutta(Ed.Pupyavijaya: Bombay, 1969)第17章 を

もって嗜矢 とす る。

12) Schubring, op. cit., p.195-n.3に 紹介 され る他の語源解釈 は, 本稿 の考慮外 と

す る。

-948-


